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１．はじめに 

平成26年度に、水循環基本法が成立・施行された。

同法では、「水が国民共有の貴重な財産であり、公

共性の高いものであることに鑑み、水については、

その適正な利用が行われるとともに、全ての国民が

その恵沢を将来にわたって享受できることが確保さ

れなければならない」とされており、水の公共性が

強く謳われている。 

これまで、地下水管理は、土地に付随した私権と

いう性格の制約から、水道利用等の地下水の公共利

用が進んだ地域や、過去に地盤沈下が著しく進行し

た地域を中心に、限定的に進展してきた。今後は、

水循環基本法の趣旨を踏まえ、地域の実情を踏まえ

つつ、地下水の管理を進めていく必要があり、これ

に資するものとして、国総研水循環研究室では、水

循環解析に関する研究を進めている。 

２．水循環解析の地下水管理への活用 

 流域全体もしくは流域の一部等の広域的な水循環

系を対象に、表流水や地下水等の水文プロセスを連

成させ、物理的かつ一体的に解析を行う技術である

水循環解析については、地下水管理に幅広い活用が

期待される。 

 先ず、第一には、離散的な観測情報を補間するこ

とにより、地下水の流動特性や流域の水収支等の「基

盤的な情報」を把握することが挙げられる。地下水

のマネジメントを推進するには、住民の合意形成や

関係機関の調整が必要不可欠であるが、その端緒と

して、これらの情報が明らかにされ、共有されるこ

とが必要であろう。また、流動特性を把握すること

で、新たな観測井の設置や、適正水位等の基準を設

けるべき観測井の検討にも役立てることが出来る。 

 また、図化プログラムを用いて、図の流線軌跡図

のような「視覚的な情報」に変換することも挙げら

れる。これは、地下水がその土地固有のモノではな

く、水循環を構成する一要素であるとの認識の醸成

に役立つ。更には、水田涵養や雨水浸透等の地下水

涵養政策や、地下水採取の抑制等の「政策評価」の

ツールとしての活用が挙げられる。これらの情報は、

政策の適否や、政策への理解を得る上で、重要な情

報となることが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究の動向 

 国総研水循環研究室では、沖積平野の千代川流域

（鳥取県）、扇状地の大野盆地（福井県）において、

水循環解析のケーススタディを行っている。特に、

大野盆地においては、解析成果への具体なニーズに

ついて、大野市から意見を頂きながら、効果的な水

田涵養位置の検討や、大野盆地の水文地質特性を明

らかにするために、地形・地質条件を変化させた感

度分析など様々なケースの解析を試みている1)。 

  これらの研究で得たノウハウについては、地方公

共団体向けの手引き等として纏める予定であり、水

循環解析の地下水管理への更なる活用に資するもの

としたい。 

【参考】 

1)雑誌河川2014年8月号「健全な水循環の維持・増進に向

けた水循環解析の活用」 
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図 福井県大野盆地における流線軌跡図 
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１．はじめに 

生物多様性を保全し、人と自然の共生した社会を

実現することは社会資本整備の目標となっている。

河川においては、環境管理を通じてこれを実現する

こととなるが、目標設定の難しさなどから、合理的・

戦略的な環境管理が出来ているところは多くない。

そこで、河川の環境管理の向上を目的として、これ

までの検討や実務の実態を踏まえたうえで、その解

決に向けた方向性を示す1)。 

２．基本的な方針に基づく環境管理 

環境管理としては、具体的な目標を設定してそれ

に向かって管理することが望ましい。しかしながら、

環境目標の設定は、合意形成が容易に得られない、

あるいは定性的な環境目標が設定できても、実際に

管理に結びつく具体的な環境目標に落とし込むこと

ができない、などの問題点があり、これまでも「河

川環境目標検討委員会」等で検討がなされたが結論

はでていない。 

そこで、筆者らは環境目標を設定するのではなく、

「基本的な方針」を設定し、そこから具体的な環境

管理に結びつける手法を検討している。環境管理の

「基本的な方針」として、「原則として、現況の河

川環境水準を保全するとともに、出来る限り向上さ

せる」とすれば、合意が得られやすく、全河川に共

通して適用できるであろうと考え、この方針のもと、

以下に具体的な方策を検討した。 

 

３．環境管理の具体的方策検討 

「基本的な方針」に基づく具体的な環境管理方策

として、河川の区分（小セグメントなど）ごとに相

対的に良好な環境を有する場を「良好な場」として

設定し保全する一方、他の区間は「良好な場」を参

照して環境を向上させる方法を提案する。「良好な

場」は、現場の担当者が現存する環境として、体感

できることがポイントである。また、図に示すよう

に「良好な場」の選定や環境管理に必要なシート群

を準備し、既存データを活用し定量的に分かりやす

く環境の「状態の把握・評価」ができる工夫を検討

している。現在この手法をいくつかの河川に適用し、

手法の改善や課題の抽出を行っている。部分的には

実務にすでに適用可能であるが、今後の課題として

劣化の激しい河川における「良好な場」の設定手法、

セグメントごとの適切な生息場の指標設定、目的に

応じた適切なスケール設定などがある。 

さらに、環境の「状態の把握・評価」を効率化す

るためのデータベースシステムを構築している。こ

のシステムの活用により、河川環境管理に役立つ知

見を高めるとともに、環境が類似する他河川の事例

を参考にできることを目指している。 

 

図 良好な場の選定と必要なシート群 
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